
NO 資料 頁 質問 回答

1 調達仕様書 P.2、13

本件の調達対象は議事堂内ネットワークと認識しておりますが、クラウドサービ
ス側の要件により議事堂内ネットワーク機器への設定作業が必要となった場
合、当該作業は本調達の範囲内で対応するとの認識でよろしいでしょうか。

調達仕様書P13に「ネットワークの構築、運用保守においてクラウド部分との調整の必
要が生じた場合は、埼玉県・クラウド構築事業者、本件受託者の三者で連携するこ
と。」と記載されていることから、三者間で協議の上決定するものとします。

2 調達仕様書 P.5、6

第７次ネットワーク環境の構築に必要となるLAN整備工事は、すべて本調達の
範囲に含まれるとの認識でよろしいでしょうか。

調達仕様書P5に「第７次ネットワーク環境に係るLANケーブルの敷設及び必要工事
部材の用意は、本調達の範囲に含むものとする。」と記載されているとおり、必要な
LAN整備工事は本調達の範囲に含まれるという認識で間違いありません。

3 調達仕様書 P.5

第７次ネットワーク環境向けLAN整備工事における機器設置希望場所および建
屋の平面図は、落札後に別途提供いただけるとの認識でよろしいでしょうか。

建屋の平面図に関しては、落札者決定後、資料提供させていただきます。
機器設置希望場所に関しては、落札者決定後、受注者と調整の上、決定します。

4 調達仕様書 P.5、13

第７次ネットワーク環境向けLAN整備工事において、配線ルート、ケーブルを含
む必要な工事部材の数量、および仕様書に記載の必要作業については、落札
後の現地調査にて弊社が確認し、貴県の了承を得たうえで実施するとの認識で
よろしいでしょうか。

調達仕様書P5に「受注者は、現地調査を実施した上で、配線経路及び敷設方法につ
いて本県の承認を得てから作業を実施すること。」とあるとおり、受注者が現地調査を
行った上で、県の了承を得てから工事を実施する必要があります。

5 調達仕様書 P.5、13

現地調査の結果、既存配管への第７次ネットワーク環境向けLANケーブルの敷
設が困難と判断された場合、コア抜きや新規配管敷設等の追加工事も本調達
の範囲内で実施するとの認識でよろしいでしょうか。

調達仕様書P5に「既存配管が利用できない等の理由により配線経路を確保できない
場合は、新規配管の敷設又はX線探査等を実施した上でコア抜き作業を行い、配線
経路を確保すること。」とあるとおり、本調達の範囲内で実施するという認識で間違い
ありません。

6 調達仕様書 P.6

第７次ネットワークにおける無線APの設置希望エリアについては、落札後に別
途提供いただけるとの認識でよろしいでしょうか。

落札者決定後、設置希望エリアの資料を提供させていただきます。

7 調達仕様書 P.6

第6次ネットワークとの並行稼働期間中、並行稼働を実現するために第6次ネッ
トワーク側での作業が必要となった場合、当該作業は本調達の範囲内で対応
するとの認識でよろしいでしょうか。

並行稼働を実現するためには、受注者が対応できるものと、第６次議会ネットワーク
の事業者でないと対応できないことがあると考えられます。
現行契約の仕様書上に「本調達契約期間中において、競争入札等の結果により他事
業者による次期議会情報NWの構築が行われる場合は、本調達で構築した議会情報
NWに係る設定等について、速やかに次期構築事業者に提供し、安定的なネットワー
ク及びシステム構築に向けた支援を行うこと」と記載されていることから、発生する作
業の内容によって、県、受注者、現行事業者の三者間の協議の上決定します。

8 調達仕様書 P.13

第6次ネットワーク側からの引継ぎや情報提供がない場合、落札後に受注者が
現地調査を実施し、並行稼働期間中に既存環境へ影響を与えないための施策
を貴県へ報告したうえで、第6次ネットワーク側の了承を得てプロジェクトを推進
するとの認識でよろしいでしょうか。

現行契約の仕様書上に「本調達契約期間中において、競争入札等の結果により他事
業者による次期議会情報NWの構築が行われる場合は、本調達で構築した議会情報
NWに係る設定等について、速やかに次期構築事業者に提供し、安定的なネットワー
ク及びシステム構築に向けた支援を行うこと」と記載されていることから、現行事業者
からの引継ぎや情報提供は行われることを想定しています。
ただし、追加の確認や情報提供が必要な場合は、県、受注者、現行事業者の三者間
で調整するものとします。

9 調達仕様書 ―

現行ネットワーク構成情報は機密情報であるため、落札後に別途提供いただけ
る認識でよいでしょうか。

落札者決定後、現行ネットワーク構成情報を提供します。
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10
機器等調達機器
仕様一覧

P.5

「クラウド管理基盤又は管理データの保管場所が日本国内であること」とは、選
定したサービスにおいて日本リージョンを選択可能であればよいという認識でよ
いでしょうか。

日本リージョンを選択可能であれば良いという認識で間違いありません。

11
機器等調達機器
仕様一覧

P.5

「ネットワーク異常検知時の自動修復機能」とは、貴県または運用者による操作
を介さず、システムが自律的に設定最適化等を実施する機能との認識でよろし
いでしょうか。

その認識で間違いありません。

12
機器等調達機器
仕様一覧

P.5

「監視・位置情報・セキュリティ用途等に利用可能な専用無線」とは、クライアン
ト通信用無線と独立した専用無線を常時搭載している構成を求めるとの認識で
よろしいでしょうか。

その認識で間違いありません。

13
機器等調達機器
仕様一覧

P.5

無線LANコントローラ機能の「AI又は機械学習による分析・可視化」とは、貴県
の運用負荷軽減のためにも、利用者視点でのサービス品質の可視化及び障害
の根本原因分析を自動実施できる機能を求めるとの認識でよろしいでしょうか。

その認識で間違いありません。

14 契約書 P.14

契約満了後において、賃貸借機器のデータ消去方式および消去作業場所にご
指定はございますでしょうか。

データ消去方式及び消去場所に指定はありませんが、情報を復元不可能な方法で消
去し、それを証明する書面を県に提出する必要があります。


